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潴 言

理 想的 な新 局 所麻 酔 剤 として 最 近 のXylocaineが あ る.Xylocaineは 麻 酔 作 用 を有 す る

塩基 性 ア ニ リドであ つ て・1943年 ス エ ー デ ンのL6fgren及 ひLundquistに よつ て合 成

され ・ そ の薬 理 的 性質 はGoldbergに よつ て研 究 され た.毒 性,麻 酔 作 用 及 ひ 局 所 刺 戟 作

用に関 してProcaine,Tetracaineと 比 較 し,表 面麻 酔 及 び 浸 潤麻 酔 に於 て刺 戟 作 用が な く

高度 の麻酔 力 を示 す こ とが述 ぺ られ た.即 ち浸 潤 麻 酔 に 於 てはProcaineの2～4倍,表 面

麻 酔 に於 てはTetracaineの5～10倍 であ る.

我 々は さき にXylocaine溶 液 に よる仙 骨 麻 酔 法 を 実施 し,泌 尿器 科 領域 に於 け る手 術 並

びに膀胱 鏡検 査,尿 道 拡 張 術(ブ ジー)等 の診 断 治 療 に 於 て,従 来 よ り使 用せ るProcaine

溶液 に よ る仙骨 麻 酔 法 と比 較 して格 段 の す ぐれ た麻 酔効 果 を有 す る こ とを 発 表 した.そ の

際,数 例 に於 てはXylocaine溶 液 に よ る尿 道 粘 膜 の表面 麻 酔 を行 い,Procaine溶 液 に比

して効 果 のす ぐれ て い るこ とを 併 せ述 べ た.

す でにHainesandGrabstald,SouthworthandDabbs及 びP。rskyandDavisは

Xylocaine溶 液 が 尿道 粘 膜 の表 面 麻 酔 剤 と してす ぐれ た効 果 を 有 す る こ とを述 べて い る .

従来 よ り尿道 麻 酔 剤 として 一一般 に広 くProcaine溶 液 が 用 い られ て来 てい るが,そ の効 果

は充 分 な もの とは 云 え ず,薬 剤,方 法 に就 て絶 え ず研 究,改 良が 行 わ れ て来 た.Beltaand

Bavetta,CっrkusはIntracaine,FerrinはDiothane,MuschatはAnesthesine ,

Nesbit等 はNupercaine.DeesandAmbroseはSKF,松 井 氏等 はDEAを 使 用 して

い る・ しか し水 溶 液 では 尿道 粘膜 へ の粘 着 度 が 弱 く.麻 酔効 果 も 有 効時 間 も 不 充 分 で あ る

為CorkusはGlycerin,Tragacanth等 を加 え て粘 稠度 を 増 し,局 所 麻 酔 効 果 を 高 め る

ことを 考案 し,落 合 氏等 も略 々 同様 の処 方 を 用 い て好 結 果 を得 て い る.又 薬 剤 の投 与 方 法 に

於 て もBransfordandLewisはCocaine,Novocaine,Alypin等 の 可溶 性錠 剤及 び

Hayward等 はMethycaine錠 剤 を 尿道 錠 剤 配 置 器(Bran3ford-Lewispllldepositor)に

て挿入 す る方 法 を発 表 し,確 実 な麻 酔 効 果 を得 る こ とを述 べ て い る.

我 々は 前記 の 如 く強 力 な表 面麻 酔 力 を有 す るX～4っ ⊃ユin3溶 液 をCarboxymethylcellulose

sod.(c.M.c.)を 主 剤 と した る 粘 稠 な 溶 剤 に 混 じたxylocaineJellyを 藤 沢 薬 品工 業

K・K.よ り入 手 し,尿 道 麻 酔 に使 用 して 優 れ た効 果 を 得 た の で鼓 に報 告 す る.
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藥 剤

XylocaineJellyは 次 の 如 き処 方 で あ る 、

Diethylaminoaceto--2,6-Xylidide

hydrochlor.(Xylocaine)

Carboxy皿ethylcelluloseSod.

(C・M.C.)

Methyl-p--hydroxybenzoate

(Nipagin)

Propyl--p-hydroxybenzoa七e

(Nipasol)

SterileWater七 〇

2.09

3.59

0,07g

0.039

100cc

C・M・C・ は適 当な粘 稠度(Syrupの 粘稠 度)を 与

え るために 加 え られ,NipaginとNipaso1は 防 腐

剤 としては 加え られ う.後 二者 の濃 室は極 めて低 い の

で尿に混 じたxylocaineJellyの 少 量は正 常 の細菌

成長 を妨 げ ないの で,尿 の細菌 学的 検査 に影響 しない

と云 う.

xylocaineJellyは30cc入 りのtubeに 封入 さ

れ,尿 道注 入器 具plasticconeが 添 付 され てい る ・

臨 床 成 績

実施に先だち庚用量を決定 し,又 後部尿道への拡張

度 を見 るため にXylocaineJellyに 不 溶 性Urokon

粉末 を10%の 割合 に混 じ た もの に て,尿 道狭 窄 の

症 例 に尿道 撮影 を 行 つ た,第1図 は 前記 の造 影剤

10cc,第2図 は15ccを 使用 した もので あ り,第3

図 は対 照 として20%沃 那液20ccを 使用 し た もの

で あ る・即 ち10ccで は注 入量 不足 に て 後部 尿道が

満 され ず ・15ccに て膀 胱 頚 部に迄 充分 注入 され,第

3図 の水溶 性 の造影 剤 と比 して 著明 に 後 部 尿道 の拡

大 された る像 を得 た.又 多 くの症例 に於 ては12～13

ccに て膀胱 内 に薬 剤 の流入 せ るを 自覚的 に訴 え るの

で,普 通15CCを 使 用 した.女 子 に ては数CCの 使用

にて充 分 であ る.

外 尿道 口を清潔 に な し,チ ユーブ の 口に添付 の注 入

器 を取 付 け て・チユー ブ の約 半 量(15cc)を 圧 入 す る.

又 我 々が 日常使用 す る20ccの 注 射 筒 に15ccを 移

し・洗糠 尖 をつ けて注 入 して もよい,注 入後約5～10

分 間penileclampに て保持 す る・女子 に ては数cc

注入 後,外 尿 道 口をガー ゼに て圧 迫 してお く.

麻 酔効 果 を確 実 に知 るた めに,既 に他 の麻酔 に て膀

胱 鏡 検査,尿 道 拡 張術(ブ ジー)等 を受 けた症 例 を選

ん で使 用 した ・第1,2表 に示 す如 く,男 子38例,

女 子13例 に使 用 し,全 腕満 足 す べ き麻 酔効果 を得

た・ その効 果 を他 の麻 酔 法 と比較 す る と,男 子 に於 て

榮1図
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尿道狭 窄 の症例 にxylocaineJellyに10%の 割合 に

不 溶性U「okonを 混 ぜ る もの を10cc注 入 して尿道 撮

影,薬 剤は 前部 尿道 の拡 張 を示 して い る も後 部 尿道 に入

つてい ない.
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第2図

XylocaineJel]y+Urokonに よる尿道撮 影(15cc).

薬 剤は膀胱 内 まで入 り,後 部尿 道 は拡 張 されてい る.

第3図

20%沃 那液20ccに よる尿道撮 影.

見 る程 拡張 され てい ない.

尿道 は 第2図 に

14例 は3%Prccaiie2Ccc注 入 に よる尿道 麻 酔 よ

りす ぐれ,18例 は3%Procainel5ccに よる 仙 骨

麻 酔 よ りす ぐれ,6例 は同程 変 で あ つ た.女 子 に於

て8例 はProcaine尿 道麻 酔 と同程 度 であ り,3例

は これ よ りす ぐれ,2例 はProcaine仙 骨麻酔 よ り

す ぐれて いた.薬 液 の尿道 内保持 時 間は5～10分 と

した が,5分 に て麻 酔 効果 は完全 であ り,検 査,治 療

に要 す る時 聞(30～60分)の 間無痛 に経過 し得 た.

全 身 的副 作用 及び 局所刺 戟 作用 は1例 も認 め なかつ

た.
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第1表xylocaineJellyに よる尿道 麻酔 効果(男 子)

術 式

膀 胱 鏡 検 査

尿 管 カ テ ー テ ル 法 及 び
逆 行 性 腎 孟 撮 影 法

電 気 凝 固 術

膀 胱 砕 石 術

尿 道 拡 張 術(ブ ジー)

計

症 例 数

10

6

5

1

16

38

麻 酔 効 果

プ ロカ イン尿

道 麻酔 よ り良 喜羅 飼 賀1
プ ロ カ イ ン仙
骨 麻酔と同程度

13

14

9

2

3

1

3

1

3

2

18 6

第2表xylocaineJellyに よる尿道 麻酔 効果(女 子)

術 式

膀 胱 鏡 検 査

尿 管 カ テ ー テ ル 法 及 び
逆 行 性 腎 孟 撮 影 法

電 気 凝 固 術

尿 道 拡 張 術(ブ ジー)

計

症 例 数

6

4

2

1

13

麻 酔 効 果

隷篇鑛 彪羅蛎劉 プ ロ カ イ ン 仙

骨 麻 酔 よ り 良

4

2

1

1

8

2

1

3

2

2

考 按 及 び 綜 括

膀胱鏡検査,尿 道拡張術等尿道内への器具挿入は尿道粘膜の麻酔なしでは,尿 道周囲筋肉

組織の反射的収縮を容易に惹起し・それが為に操作を困難にし且つ尿道粘膜損傷,感 染等種

々の合併症の起因になろ場合がある・よつて尿道麻酔・仙骨麻酔,腰 椎麻酔,全 身麻酔等各

種の麻酔法が実施 されて来た.腰 椎麻酔 全身麻酔にては完全なる麻酔効果が得 られるが,

多数の患者を扱 う外来に於ては実施困難であ り・我々の教室に於ては約33年 来仙骨麻酔を

使用し・時に尿道罧酔を用うる事もあつた・Procaineの 溶液による尿道麻酔 は仙骨麻酔に

比 し効果は不充 分であり・又Procaine仙 骨麻酔にても効果の不確実な場合が屡々あ り,不

快な副作用を伴 う事 も間々経験するところである.
一般には尿道麻酔が最も簡便であ り広 く用いられているようであるが

,麻 酔効果は不充分
であ り・又尿道損傷のある場合には尿道外盗流現象(U・eth・・-v・n・usrefiux)によつて容易

に循環系に入 り,中 毒性あるCつcaineの 如き麻酔薬は用いられない.完 全 な 麻酔を得 るた
めには・麻酔剤の選択 と麻酔斉Uと尿道粘膜 との間の密拠 且つ持続的接触か重要となる.即
ち尿道粘膜には無数の搬襲があり・粘膜の全表面と麻酔剤との完全な接触を確実にするため

には・尿道が充分に拡張される事が必要となる・前部尿道は水溶性麻酔剤の充分な量によつ
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て完全に拡張されるが,外 尿道括約筋は収縮する.一 層鋭敏な後部尿道にては粘綱度の低い

水溶性液では,外 括約筋の弛緩した後に後部尿道に注入されるが,直 ちに膀胱内に入 り,後部

尿道の拡張をおこさず・従つて持続的な尿道粘膜との接触は不完全である.又 種々の程度の

粘稠性のある造影剤を使用し,注 入液の粘稠度を増加することによつて後部尿道の効果的な

拡張をおこすことがレ線的に証明されている(MoralesandRomanusの 研究があ り,我々

も現在後部尿道の病変,膀 胱頚部疾患の研究に応用・検討中であり別の機会に発表する).高

い粘調度の水に易溶性の薬剤は低い粘稠度の水溶液剤ほど容易に後部尿道から膀胱内に入 ら

ず,粘 膜との接触時間が長い.粘 稠度を増すためにCorkusはTragaeanth,Glycerineを

用いて良結果を得ており,本 邦にて落合氏等の追試がある.

期の如く尿道麻酔剤 としては表面麻酔力の強力な且つ局所刺戟のない麻酔薬にて,粘 綱度に
の高 い もめ が合 理 的 であ る.XylocaineJellyは これ らの条 件 を満 し て 製 造 され,3.5%

C・M・C・ を加 えた2%tXylocaine液 か らなつ てい る.C.M.C.は 粘 綱 度 増 加 作 用 と し て

のみな らず・Parathn・Glycerineよ り優 れ た適 当 な粘 滑 剤(1ubricant)と し て作 用す る,

C・M・C・ は粘 稠度 増加 効 果 のゆ え に,す で に広 く医 学界 に用 い ら れ て来 て お り,完 全 な均

質 の透 明溶液 を作 り,無 刺 戟 性 で 水 と尿 とに混 和 し易 く膀 胱 鏡 レン ズを曇 らせ な い.Stock-

holmのKarolinska病 院 では600例 以上 に 使 用 して極 め て 良結 果 を 得 た と報 告 してい る.

我 々は51例 に 使 用 し何 れ も満 足 す べ き効 果 を得 た.即 ち今 迄 にProcaine尿 道 麻 酔 或 は

仙骨麻 酔 を受 け た 症例 を選 んで 使 用 し,そ の効 果 を 比 較検 討 し た.男 子 に 於 て は す べ て

Procaine尿 道 麻酔 よ りす ぐれ,器 具 が 無 意 識 の 内 に入 つ た と云 う患 者 が あ り,単 な る圧迫

感 にす ぎない と云 うもの もあ り,全 く無 痛 に操 作 を 終 え る こ と が 出 来,之 はXylocaine

Jellyの 表面 麻酔 力 の強 力 な こ とを 示 してい る.Procaine仙 骨 麻 酔 に比 して もす ぐれ て い る

もの多 く・ これ は さきに 報 告 せ る如 くXylocaine溶 液 に よ る仙 骨 麻酔 はSaddleBlockに

匹敵す る麻 酔効 果 を発 揮 す るに 反 して,Procaine仙 骨 麻 酔 に ては 麻幽 効 果 の不確 実 な 場 合

が 屡 々あ り・ そ の様 な 有痛 性 で あつ た症 例 に はxylocaineJellyを 用 い る と無 痛 に て 効 果

が す ぐれ,Procaine仙 骨 麻 酔 にて 効果 の あつ た 症例 に ては 同様 に 無痛 で あつ た事 を 示 す も

のであ る。女 子 に 於 て は解 剖 的 関 係 か ら も一 般 に 苦 痛 が 少 く,無 麻 酔 に て も実施 し得 る こ と

が多 い のは 日常 経 験 す る事 実 で あ る.従 つ てProcaine尿 道麻 酔 とXylocaineJelly麻 酔

とは同様 に無 痛 であ る もの が 多か つ たが,そ れ で も猶Procaine麻 酔 よ りす ぐれ た症 例 が あ

り・又Procaine仙 骨 麻 酔 よ りす ぐれ た症 例 が あ る こ とは,XylocaineJellyの 効果 のす ぐ

れた事 を示 す もの と思 う.XylocaineJellyeこ よ る全 身 的 副 作 用並 び に 局 所 刺戟 作 用 は 何

れ も経 験 しなか つ た.

結 語

新局 所 麻 酔 剤XylocaineにC.M.C.を 加 え て 粘 綱 度 を 高 め たXylocaineJellyを 尿

道麻 酔 に使 用 した と こ ろ,麻 酔 効 果 が す ぐ れ 膀 胱 鏡 検 査,其 他の操 作 を無 痛 に な し得,

P「ocaine尿 道 麻 酔 よ りす ぐれ,又Procaine仙 骨 麻 酔 よ りす ぐれ る ものが 多 い.全 身 的 及

び局 所 的 副作 用 は全 く認 め ない.
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